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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 0 0 0 2 0 0 0 2 1 3 3 4 0 0
7 * 0 0 2 7 0 1 3 0 7 7 3 7 1 0
11 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
14 * 4 13 2 5 2 5 1 1 0 1 1 3 4 0
16 0 0 0 0 2 0 0 1 1 0 1 2 0 0 0
17 0 1 4 0 0 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
21 0 0 0 2 3 0 0 1 3 5 8 2 1 1 0
30 * 5 9 5 10 2 2 1 2 8 10 2 1 2 0
37 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
38 * 0 1 7 14 3 3 1 3 8 11 0 2 2 2
54 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 2 0 1 0 0
85 0 0 0 2 2 2 2 0 1 1 2 0 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 0 1 0
10 27 22 51 9 13 11 13 34 47 13 19 11 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 1 5 0 0 0 0 6 6 1 1 2 0
2 * 0 0 0 2 0 0 1 0 2 2 2 0 0 0
13 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 2 1 2 0 0
18 0 0 1 3 4 3 3 1 0 3 3 1 1 1 0
30 * 2 4 3 8 0 0 4 2 6 8 4 7 1 1
31 * 0 0 5 11 0 0 1 0 2 2 2 0 1 1
35 * 1 5 7 15 0 0 3 1 9 10 6 2 2 1
45 * 1 4 2 7 1 2 4 2 1 3 2 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 3 4 1
4 14 21 54 4 5 14 6 30 36 19 14 7 3

2016年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
28.6% 38.9%RATE

行広　伸太郎 -

80.0%

Team / Coach:

合　　　計
37.0% 43.1% 69.2%

大阪学院大学

№ Ｓ 選　手　名
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福田 惟吹 10
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日髙 絆

0
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川尻 政宏 0 4
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3
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6
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-
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0 -
0

リンダーライアン 雅輝

-

大庭 岳輝 27

17
塩見 謙 2

白井 観月 0
勝又 賢哉 6

83
RATE
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開始時間

京都産業大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

会田 太朗 4

58

敗チーム

24

30

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

勝チーム

83

勝ち点6

11:40
会　　場 立命館大学(BKC)

京都産業大学

真鍋 良太 3

男子 １部リーグ戦

PTS

147

試 合 日 2016.9.22

川口 廉人 18

記録 関西学生バスケットボール連盟

16
辻 陸矢 4 33
伊藤 賢人

大阪学院大学

主審 田中　智也 副審 大倉　哲也

勝ち点4
コ ー ト

戦評
【総括】本大会2次リーグ初日、第2試合目は1次リーグを4位通過と勢いに乗っている京都産業大学と、なかなか本
来の強さを出せず、勝ちきれないでいる大阪学院大学とのカードとなった。序盤は大院大が#30木下を中心に得点
を重ね、大院大ペースになるかと思われた。しかし試合全体を通してゴール下で存在感を見せていた京産大#38リン
ダーライアンにセカンドチャンスを阻まれ、なかなか点差は広がらない。膠着状態のまま試合が進むと思われたが、
後半に入りオフェンスが爆発しそのまま終わりまで集中力を見せた京産大が2次リーグ初戦を白星で飾った。

【第1ピリオド】序盤、お互いチームのシュートがなかなか決まらない苦しい展開が続いた。そんな苦しい時間の中で
も京産大#38リンダーライアンがゴール下を支配しリバウンドを稼ぐ。中盤試合が動いた。大院大#30木下の3Pシュー
トを皮切りに大院大が9-0のランを見せ、京産大を一気に引き離す。京産大も#14川口の3Pシュートで応戦するが大
院大リードされたまま17-13で第1ピリオド終了。

【第2ピリオド】序盤、京産大が2本のバスケットカウントを誘い、点差をわずか1点としチームに活気が生まれた。対す
る大院大はオフェンスがなかなか噛み合わず24秒バイオレーションを取られていまうなどもったいない場面が多々見
られた。そのせいもあってか半分を過ぎたところで同点とされてしまう。しかしその状況でも果敢に攻め相手のファウ
ルを誘い、本来の勢いを取り戻した大院大リードの33-28で前半を折り返した。

【第3ピリオド】後半に入っても大院大#30木下の活躍が目立つ。アシストパスから相手のファウルを誘い序盤からチー
ムを勢いに乗せる。しかし中盤、京産大#14川口の2本の3Pシュートを中心に11-4のランを見せ久しぶりの逆転に成
功する。ここで大院大もたまらずタイムアウトを取るが、京産大の勢いは増すばかりで今度は#30大庭がこのピリオド
だけで4本の3Pシュートを含む16点の活躍で一気に突き放し、この試合最大の15点差、58-43の京産大リードで第3
ピリオド終了。

【第4ピリオド】第4ピリオドに入っても京産大の勢いは止まらない。京産大#38リンダーライアンが序盤からバスケットカ
ウントをねじ込み、さらに#30大庭の連続8得点の活躍などで30点以上の差をつけ、勝負を決めにかかる。なんとか差
を縮めたい大院大であったが、京産大の激しいディフェンスによりシュートがなかなか決まらずスコアが止まる。その
まま京産大がリードを保ったまま83-58で勝利した。

試合ＮＯ

戦評 磯田　恒（大体大）
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吉岡 信友 9 23
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